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円
）
し
「
食
器
持
参
割
引
制
度
」

に
協
力
す
る
、③
食
品
出
店
者
は
、

東
京
都
衛
生
局
長
通
知
「
臨
時
出

店
者
の
出
店
行
事
及
び
取
扱
食
品

に
つ
い
て
」
を
順
守
す
る
、
④
Ｍ

Ｉ
Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｐ
「
テ
ン
ト
シ
ョ
ッ
プ

出
店
要
綱
」
を
順
守
す
る
、
⑤
事

前
説
明
会
（
８
月
24
日
À
午
後
２

時
か
ら
）
に
必
ず
出
席
す
る
、
⑥

場
内
ご
み
収
集
活
動
「
Ｅ
Ｃ
Ｏ
レ

ン
ジ
ャ
U

」
に
参
加
協
力
す
る
。

▼
８
月
２
日
–
ま
で
に
、
所
定
の

用
紙
に
団
体
概
要
・
活
動
実
績
を

添
付
し
て
同
協
会
へ
郵
送
ま
た
は

持
参
で
申
し
込
む
。
出
店
料
は
展

示
の
み
２
千
円
、Ｎ
Ｇ
Ｏ
４
千
円
、

一
般
１
万
２
千
円
と
郵
送
料
280

円
。く
わ
し
く
は
問
い
合
わ
せ
を
。

∞
同
協
会
ò
43
―
７
８
１
２

９
月
29
日
À
に
行
わ
れ
る
一
般

公
開
日
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
よ

う
¿①

工
作
教
室
「
小
型
超
音
速
バ

ブ
ロ
ケ
ッ
ト
実
験
機
」
＝
対
象
は

小
学
生
。午
前
10
時
〜
午
後
１
時
、

同
所
で
。

②
絵
画
コ
ン
ク
U

ル
「
銀
河
を

か
け
め
ぐ
る
わ
た
し
だ
け
の
宇
宙

船
」
＝
対
象
は
４
歳
〜
小
学
６
年

生
ま
で
。
各
賞
に
賞
状
・
副
賞
、

全
員
に
参
加
賞
を
贈
呈
。
作
品
は

色
え
ん
ぴ
つ
、
ク
レ
ヨ
ン
、
絵
の

具
な
ど
に
よ
る
Ｂ
４
判
サ
イ
ズ
。

▼
①
は
往
復
は
が
き
で
（
先
着
60

人
）、
②
は
８
月
26
日
Ã
（
必
着
）

ま
で
に
作
品
の
裏
面
に
、
氏
名

（
ふ
り
が
な
）
・
郵
便
番
号
・
住

所
・
電
話
番
号
・
学
校
名
・
学
年

を
記
入
し
「
〒
181
―
８
５
２
２
航

空
宇
宙
技
術
研
究
所
広
報
室
『
空

の
日
・
宇
宙
の
日
』イ
ベ
ン
ト
係
」

へ
申
し
込
む
。

く
わ
し
く
は
同
所
ò
40
―
３
９

６
０
へ
。

20
歳
と
な
っ
た
門
出
を
祝
し
、

新
成
人
と
し
て
市
民
の
自
覚
を
持

つ
た
め
の
式
典
と
、
交
流
と
ふ
れ

あ
い
の
事
業
で
構
成
す
る
成
人
式

を
来
年
も
開
催
し
ま
す
。

今
年
は
新
成
人
の
意
見
を
反
映

し
た
成
人
式
と
す
る
た
め
、
市
民

に
よ
る
実
行
委
員
会
を
開
催
し
、

み
な
さ
ん
で
交
流
ふ
れ
あ
い
の
部

の
内
容
の
検
討
や
、
当
日
の
運
営

も
担
当
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
予

定
し
て
い
ま
す
。
新
成
人
の
晴
れ

の
舞
台
を
力
を
合
せ
て
つ
く
り
上

げ
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
８
月
９
日
–
ま
で
に
、
教
育
委

員
会
生
涯
学
習
課
ò
内
線
３
３
１

１
へ
申
し
込
む
。

は
、
上
野
や
銀
座
、
中
央
線
沿
線

の
街
、
さ
ら
に
は
軽
井
沢
や
小
田

原
、
伊
香
保
な
ど
、
東
京
に
と
っ

て
の
保
養
地
も
で
て
き
ま
す
。
小

説
は
東
京
圏
で
終
始
し
、
近
代
の

都
市
生
活
を
思
わ
せ
る
場
面
が
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

け
れ
ど
も
、
作
中
人
物
の
故
郷

の
地
名
は
東
京
近
郊
ら
し
い
の

に
、
な
か
な
か
で
て
こ
な
い
と
い

う
不
思
議
な
こ
と
に
も
気
付
き
ま

す
。
彼
の
小
説
は
、
近
代
に
お
け

る
都
会
化
現
象
と
故
郷
を
失
う
東

京
人
の
宿
命
を
描
い
て
い
る
よ
う

で
す
。

都
市
が
巨
大
化
し
た
近
代
か
ら

現
代
に
お
い
て
、
彼
の
小
説
は
よ

く
読
ま
れ
ま
し
た
。
今
日
で
も
、

都
会
人
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を

考
え
る
時
、
有
三
の
小
説
は
身
近

に
感
じ
ら
れ
る
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

地
活
用
に
つ
い
て
も
広
く
関
係
者

の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
、
そ
の
活

用
策
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

【
廃
園
に
関
し
て
の
決
定
事
項
】

①
大
沢
台
幼
稚
園
を
平
成
16
年

度
末
、
ち
ど
り
幼
稚
園
を
平
成
17

年
度
末
、
こ
じ
か
幼
稚
園
を
平
成

18
年
度
末
に
そ
れ
ぞ
れ
廃
止
す

る
。②

平
成
14
年
10
月
の
募
集
以

降
、
入
園
希
望
者
が
少
な
く
な
っ

た
と
し
て
も
、
希
望
が
あ
れ
ば
原

則
と
し
て
廃
止
予
定
年
度
ま
で
園

を
運
営
す
る
。

③
廃
園
後
の
施
設
活
用
に
つ
い

て
は
、
保
育
園
を
中
心
と
し
て
、

幅
広
い
子
育
て
支
援
施
設
へ
の
転

用
を
視
野
に
入
れ
、
今
後
検
討
し

て
い
く
。

【
今
後
の
募
集
に
つ
い
て
】

今
年
10
月
に
実
施
す
る
次
年
度

の
４
歳
児
募
集
に
つ
い
て
は
、
従

来
ど
お
り
実
施
し
ま
す
。し
か
し
、

今
後
各
園
の
廃
止
年
度
の
前
年
の

募
集
（
４
歳
児
）
は
行
い
ま
せ
ん

の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
廃
止
年
度
に

は
５
歳
児
（
年
長
）
の
み
の
在
園

と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
願
い

ま
す
。

山
本
有
三
は
、
ほ
と
ん
ど
東
京

で
活
躍
し
た
作
家
で
す
。
特
に
長

編
６
作
品
は
、
主
に
『
東
京
朝
日

新
聞
』
に
連
載
さ
れ
て
多
く
の

人
々
に
愛
読
さ
れ
ま
し
た
。

三
鷹
の
家
で
書
か
れ
た
「
路
傍

の
石
」
は
、
作
者
の
故
郷
（
現
、

栃
木
市
）
へ
の
思
い
が
込
め
ら
れ

て
い
る
と
み
な
さ
れ
が
ち
で
す
。

し
か
し
、
吾
一
少
年
が
近
郊
の
田

舎
町
か
ら
で
て
く
る
「
東
京
」
と

い
う
章
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
以
降

の
章
も
、
吾
一
は
下
町
で
さ
ま
ざ

ま
な
人
や
仕
事
と
の
出
会
い
を
通

廃
止
ま
で
は
今
ま
で
同
様
に
き

め
細
か
い
保
育
を
実
施
し
て
い
き

ま
す
。

【
跡
地
活
用
に
つ
い
て
】

保
育
所
の
待
機
児
解
消
を
念
頭

に
お
き
、
幅
広
い
子
育
て
支
援
施

設
へ
の
活
用
を
考
え
て
い
き
ま

す
。具

体
的
に
は
、
庁
内
に
専
門
チ

U

ム
を
立
ち
上
げ
て
検
討
す
る
ほ

か
、
今
秋
を
め
ど
に
、
第
３
次
三

鷹
市
基
本
計
画
で
示
し
た
、
教
育

委
員
会
・
学
校
・
幼
稚
園
と
保
育

園
の
関
係
者
や
市
民
な
ど
で
構
成

す
る
「
教
育
・
子
育
て
の
ま
ち
三

鷹
を
考
え
る
懇
談
会
（
仮
称
）
」

や
、
市
民
、
市
議
会
の
意
見
な
ど

を
聴
き
な
が
ら
決
定
し
て
い
き
ま

す
。

∞
学
務
課
ò
内
線
３
２
３
３

航
空
宇
宙
技
術
研
究
所

「
空
の
日
・
宇
宙
の
日
」

イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
よ
う

山
本
有
三
展

〈
近
代
都
市
、
東
京
の
小
説
〉

新
た
な
子
育
て
支
援
施
策
を
目
指
し
て

市
立
幼
稚
園
の
廃
止
を
決
定
し
ま
し
た

上
連
雀
在
住
の
石
井
一
朗
さ
ん
が

三
小
学
校
農
園
・

老
人
レ
ジ
ャ
ー
農
園
用
地
を
市
に
寄
付

市
で
お
借
り
し
て
い
た
第
三

小
学
校
の
学
校
農
園
（
約
450
平

方
A
）
と
上
連
雀
の
老
人
レ
ジ

ャ
U

農
園
（
約
１
０
０
０
平
方

A
）
の
用
地
が
、
所
有
者
の
石

井
一
朗
さ
ん
（
上
連
雀
在
住
・

写
真
右
）
か
ら
市
に
寄
贈
さ
れ

ま
し
た
。

７
月
８
日
、
市
長
室
を
訪
問

し
た
石
井
さ
ん
に
、
安
田
市
長

か
ら
市
の
教
育
・
福
祉
行
政
発

展
へ
の
寄
与
に
対
し
て
の
感
謝

状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

∞
市
長
室
ò
内
線
２
０
１
１

成
人
式
実
行
委
員
会

委
員
を
募
集

12
月
15
日
À
ま
で

◆
会
場
　
山
本
有
三
記
念
館

（
下
連
雀
２
―
12
―
27
）

◆
開
館
時
間

午
前
９
時
30

分
〜
午
後
４
時
30
分

◆
休
館
日

月
曜
日
（
月
曜

が
祝
休
日
の
場
合
は
開
館

し
、
祝
休
日
を
除
く
翌
日
と

翌
々
日
を
休
館
）

※
各
企
画
展
の
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
は
500
〜
800
円
で
発
売

中
。∞

同
館
ò
42
―
６
２
３
３

☆
花
火
に
よ
る
火
災
を
防
ぐ
10
の
ポ
イ
ン
ト

「
路
傍
の
石
」
163<

成
功
の
友
〉

（
五
）
『
朝
日
新
聞
』
１
９
３
７

（
昭
和
12
）年
６
月
14
日

山
本
有
三
作
　
和
田
三
造
画

６
月
の
市
議
会
定
例
会
で
、
市

が
提
案
し
た
「
三
鷹
市
立
学
校
設

置
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
」
が
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
、

市
立
幼
稚
園
（
３
園
）
の
廃
止
が

決
定
し
ま
し
た
。

三
鷹
の
市
立
幼
稚
園
は
、
昭
和

30
〜
40
年
代
の
人
口
急
増
期
に
私

立
幼
稚
園
を
補
完
す
る
た
め
に
設

立
さ
れ
ま
し
た
。

少
子
高
齢
時
代
と
な
っ
た
現

在
、
私
立
幼
稚
園
に
も
欠
員
が
生

じ
て
い
る
な
ど
、
そ
う
し
た
公
立

の
役
割
は
終
了
し
ま
し
た
。ま
た
、

就
業
率
の
向
上
に
よ
り
、
保
育
所

の
入
所
待
機
児
が
増
加
し
て
い
る

な
ど
、
時
代
の
ニ
U

ズ
に
合
っ
た

新
た
な
子
育
て
支
援
施
策
の
展
開

が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

既
に
廃
園
し
た
、ひ
が
し
だ
い
、

む
ら
さ
き
幼
稚
園
は
、
そ
れ
ぞ
れ

全
国
初
の
公
設
民
営
保
育
園
、
子

育
て
支
援
複
合
施
設
と
し
て
オ
U

プ
ン
し
て
い
ま
す
。

今
回
廃
止
が
決
定
し
た
園
の
跡

今
回
は
、
も
ら
っ
た
ば
か
り

の
通
知
表
を
ど
う
見
れ
ば
い
い

の
か
、
市
立
小
・
中
学
校
の
教

育
課
程
や
学
習
指
導
な
ど
の
取

り
ま
と
め
を
行
っ
て
い
る
三
鷹

市
教
育
委
員
会
の
指
導
室
に
聞

い
て
み
ま
し
た
。

■
「
通
知
表
は
な

ぜ
、
ど
の
よ
う
に

変
わ
っ
た
の
で
し

ょ
う
か
？
」

４
月
か
ら
始
ま

っ
た
新
し
い
学
習
指
導
要
領
の

ね
ら
い
は
、
学
習
の
基
礎
的
・

基
本
的
な
内
容
を
確
実
に
身
に

つ
け
、
自
ら
考
え
、
自
ら
学
ぶ

「
生
き
る
力
」
を
は
ぐ
く
む
と

い
う
こ
と
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
、児
童
・
生
徒

一
人
ひ
と
り
の
よ
い
点
や
進
歩

の
状
況
な
ど
を
積
極
的
に
評
価

す
る
こ
と
、
学
習
の
過
程
や
目

標
の
達
成
状
況
を
評
価
し
て
指

導
に
役
立
て
、
学
習
意
欲
の
向

上
に
生
か
す
よ
う
に
す
る
こ
と

が
重
要
で
す
。
こ
う
し
た
考
え

か
ら
、
児
童
・
生
徒
の
学
習
記

録
の
原
簿
と
な
る
「
指
導
要
録
」

の
評
価
法
が
相
対
評
価
か
ら
絶

対
評
価
に
変
更
さ
れ
た
の
で

す
。通
知
表
は
、こ
の
指
導
要
録

に
基
づ
い
て
作
成
さ
れ
ま
す
。

で
す
か
ら
、
こ
の
た
び
１
学

期
の
記
録
と
し
て
各
学
校
が
お

渡
し
し
た
通
知
表
は
、
子
ど
も

た
ち
の
意
欲
や
努
力
、
達
成
状

況
な
ど
を
評
価
し
、
今
後
の
学

習
に
役
立
て
る
と
い
う
視
点
を

一
層
重
視
し
た
も
の
に
な
っ
て

い
ま
す
。

■
「
『
絶
対
評
価
』
と
は
、
ど

う
い
う
こ
と
な
の
で
し
ょ
う

か
」学

年
や
ク
ラ
ス
の
中
で
ど
の

位
置
に
あ
る
か
を
他
の
子
ど
も

た
ち
と
の
比
較
で
示
す
「
相
対

評
価
」に
対
し
て
、「
絶
対
評
価
」

は
、
個
々
の
子
ど
も
が
学
習
の

目
標
に
ど
れ
だ
け
近
づ
い
た
か

を
個
別
に
評
価
す
る
の
で
、
一

人
ひ
と
り
の
努
力
の
成
果
を
見

る
の
に
適
し
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
教
科
の
学
習

を
い
く
つ
か
の
観
点
で
と
ら

え
、
観
点
ご
と
に
目
標
を
設
定

し
て
そ
の
達
成
状
況
を
見
る

「
観
点
別
学
習
状
況
の
評
価
」

を
基
本
と
し
て
、
子
ど
も
た
ち

の
学
習
の
到
達
度
を
評
価
し
て

い
ま
す
。

こ
う
し
た
観
点
別
学
習
状
況

に
基
づ
く
絶
対
評
価
は
、
昭
和

55
年
の
指
導
要
録
の
改
訂
か
ら

行
わ
れ
て
き
た
も
の
で
す
が
、

今
回
の
改
訂
で
は
評
定
に
つ
い

て
も
絶
対
評
価
で
行
う
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

■
「
総
合
学
習
の
評
価
は
文
章

で
記
述
さ
れ
て
い
ま
す
が
…
」

「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」

は
、
教
科
の
学
習
と
は
異
な
る

の
で
、
教
科
の
よ
う
に
観
点
ご

と
に
目
標
を
定
め
て
到
達
し
た

か
ど
う
か
を
評
価
す
る
こ
と
は

せ
ず
に
、活
動
や
学
習
の
過
程
、

報
告
書
や
作
品
、
発
表
や
討
論

な
ど
に
見
ら
れ
る
学
習
の
状
況

や
成
果
な
ど
に
つ
い
て
、
子
ど

も
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
努
力
し

た
点
、
学
習
に
対
す
る
意
欲
や

態
度
、
進
歩
の
状
況
な
ど
を
踏

ま
え
て
、
文
章
で
具
体
的
に
記

述
し
て
い
ま
す
。

■
「
各
学
校
で
は
、
評
価
に
際

し
て
ど
ん
な
取
り
組
み
を
し
て

い
ま
す
か
？
」

各
学
校
で
は
、
客
観
性
・
信

頼
性
の
あ
る
評
価
に
す
る
た
め

に
、
十
分
な
話
し
合
い
と
検
討

の
も
と
に
各
教
科
ご
と
の
評
価

基
準
等
を
設
定
し
、
年
間
の
指

導
計
画
や
評
価
計
画
に
基
づ
い

て
計
画
的
に
評
価
を
行
っ
て
い

ま
す
。

ま
た
、
評
価
方
法
や
評
価
手

順
に
つ
い
て
は
、
児
童
・
生
徒

や
保
護
者
の
方
々
に
も
分
か
り

や
す
く
説
明
し
、
理
解
を
得
ら

れ
る
よ
う
に
努
め
て
い
ま
す
。

■
「
家
庭
で
は
、
ど
う
受
け
止

め
、
ど
う
役
立
て
て
い
け
ば
よ

い
の
で
し
ょ
う
か
」

通
知
表
は
、
今
後
の
学
習
に

役
立
て
る
た
め
に
、
学
校
と
家

庭
が
指
導
の
方
向
を
相
互
に
理

解
し
合
う
た
め
の
も
の
で
す
。

で
す
か
ら
、
子
ど
も
の
よ
い

点
や
努
力
し
た
こ
と
、
進
歩
の

様
子
な
ど
を
肯
定
的
に
受
け
止

め
励
ま
し
て
あ
げ
る
と
と
も

に
、
新
た
な
自
分
の
目
標
や
課

題
を
も
っ
て
学
習
を
進
め
て
い

け
る
よ
う
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

今

„

通知表はどう変わったの？

おもちゃ花火も原料は火薬。楽しく
正しく遊びましょう。

花火による事故をなくそうＭＩＳＨＯＰ
ＷＯＲＬＤ２００２
第13回三鷹国際交流
フェスティバル
テントショップ
出店者募集

◆説明書の注意事項を必ず守りまし
ょう。
◆人や家に向けたり、燃えやすい場
所ではやめましょう。
◆風の強いときはやめましょう。
◆必ずバケツに水を用意しましょう。
◆終わった花火は、水につけて、完
全に消しましょう。
◆子どもだけでなく、大人と一緒に
遊びましょう。
◆１度にたくさん点火しないように
しましょう。
◆正しい位置、方法で点火しましょ
う。
◆筒物花火の火が消えても筒をのぞ
くのはやめましょう。
◆ほぐして遊ぶことはやめましょう。

平
成
14
年
度
末
ま
で
に
16
歳
以

上
（
外
国
籍
者
は
15
歳
以
上
）
に

な
る
方
で
、
義
務
教
育
の
就
学
を

猶
予
・
免
除
さ
れ
た
な
ど
で
受
験

資
格
を
認
定
さ
れ
た
方
に
、
高
等

学
校
の
入
学
資
格
を
付
与
す
る
試

験
で
す
。

▽
11
月
５
日
Õ
、
東
京
都
就
学
相

談
室
で
。
受
験
科
目
は
国
語
、
社

会
、
数
学
、
理
科
、
外
国
語
（
英

語
、
仏
語
、
独
語
か
ら
選
択
）。

▼
８
月
１
日
œ
〜
９
月
２
日
Ã
の

平
日
に
東
京
都
教
育
庁
義
務
教
育

心
身
障
害
教
育
課
（
都
庁
第
二
本

庁
舎
28
階
）
へ
申
し
込
む
。

く
わ
し
く
は
同
課
ò
03
―
５
３

２
０
―
６
７
５
２
へ
。

中
学
卒
業
程
度

認
定
試
験

■
一
般
寄
付

（
敬
称
略
）

三
鷹
国
際
交
流
協
会
（
Ｍ
Ｉ
Ｓ

Ｈ
Ｏ
Ｐ
）
主
催
。
３
万
人
を
集
め

る
恒
例
の
イ
ベ
ン
ト
に
あ
な
た
も

出
店
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▽
９
月
22
日
À
午
前
10
時
〜
午
後

４
時
、
井
の
頭
公
園
西
園
で
。
荒

天
の
場
合
中
止
。

◆
出
店
条
件

①
Ｎ
Ｇ
Ｏ
や
市
民

グ
ル
U

プ
な
ど
、
地
域
で
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ
て
い
る
非
営

利
団
体
、
②
販
売
価
格
は
市
価
よ

り
も
低
価
格
帯
に
設
定
（
上
限
500

し
て
成
長
し
て
い
き
ま
す
。

昭
和
初
期
の
有
三
の
小
説
に

◇
10
万
円
　
三
鷹
西
武
会


